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８月１日からごみ袋指定の試行期間

①
一
般
ご
み
集
積
所
へ
は
、
指
定
ご
み

袋
か
ご
み
処
理
券
を
張
っ
た
も
の
以

外
は
出
せ
ま
せ
ん
。

　

配
布
さ
れ
る
指
定
ご
み
袋
や
ご
み
処

理
券
を
使
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い（
７

月
下
旬
に
配
布
）。
指
定
以
外
の
袋（
黒

い
袋
や
レ
ジ
袋
等
）
を
使
っ
て
出
し
た

ご
み
は
回
収
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
も
し
、
配
布
さ
れ
た
指

定
ご
み
袋
等
が
足
り
な
く
な
っ
た
場
合

は
、販
売
店
で
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

②
生
ご
み
等
は
し
っ
か
り
水
を
切
り
、
直

接
指
定
ご
み
袋
に
入
れ
る
か
、
ま
た
は

市
販
の
透
明
・
半
透
明
の
袋
等
を
利
用

試
行
期
間
中
の
ご
み
出
し
は
、
次

の
３
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

No 店名・商号等 住　　　所
１ 橋本機工金物（株） 舟石川駅西2-15-21
２ マルコ薬品 石神内宿2248-42
３ Ｋｅａ～Ｌ　ＬＬＰ 舟石川駅西4-19-6
４（有）寿屋　河野商店 舟石川駅西2-4-3
５（株）川崎電機商会 東海1-3-18
６（有）カメラのアトム商会 村松1160-5
７ 小川酒店 舟石川駅西2-3-5
８ 那珂テント 村松北2-2-9
９ 高橋商店 村松北2-8-13
10 清水屋酒店 村松101
11 市毛きよ商店 竹瓦354
12 笹嶋商店　本店 須和間452-3
13 笹嶋商店　南台店 須和間1412-6
14 河野酒店 舟石川駅西2-16-3
15 Ｙショップ　二軒茶屋店 石神外宿2451
16 横町商店 豊岡535-2
17 東海テント 石神内宿1171-62
18 横伝酒店 舟石川764-5
19 レディスファッションいわさき 村松1135-1
20 Ｙショップ　ひらの 照沼853-1
21（有）小林文具店 船場721-5
22 もりた寝装 須和間174-112
23 佐藤石炭 村松北1-2-30
24（有）ソレイユ 舟石川駅西1-4-20
25 岡部精肉店 白方1468
26 黒沢酒店 石神外宿939-1
27（有）関田 村松476-5
28（有）おその江 舟石川832-2
29 わかば商店 亀下509-1
30 照沼商店 照沼21-8
31 ひたちなか農業協同組合東海支店 船場544-2
32 デンキプラザマツモト 白方1689-11
33 井坂合名会社 村松83
34 北中精肉店 村松339-5
35 酒舗　あくつ 船場290-3
36 東海農耕（株） 石神外宿2570-3
37（有）菊松建設不動産 須和間1171-2
38（有）井坂石油店 村松79
39 ファミリーファッションこいずみ 舟石川駅西2-15-13
40 オートサイクルいしばし 石神外宿1580
41 Ｙショップ　須藤 村松1125
42 川上商店 村松14
43（株）照沼商事　本社 石神外宿2531-3
44（株）照沼商事　東海国道ＳＳ 石神外宿2531-2
45（株）照沼商事　東海シティＳＳ 白方239-1
46（株）照沼商事　ＯＮＥ－ＵＰ東海ＳＳ 舟石川714-5
47 平根金物ガラス店 村松北2-8-18
48 セブンイレブン東海豊岡店 豊岡1443-1

地
球
温
暖
化
防
止（
ご
み
減
量

化
）の
た
め
の
村
の
取
り
組
み

　村では８月１日から10月31日までの３か月間をごみ袋指定完全実施までの試行期

間としています（完全実施は11月１日から）。試行期間中は、村から無料で配布される

指定ごみ袋やごみ処理券（シール）を使って集積所に出していただくことになります。

●問 合 せ　ごみゼロ推進課（☎282-7289）

東海村指定ごみ袋等販売店一覧 （６月８日現在）

～可燃・不燃・粗大ごみを出すときは指定のごみ袋・ごみ処理券で～

※村内の販売店を募集しています。希望する方は
東海村商工会（☎282-3238）へ申し込みください。

し
て
指
定
ご
み
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

レ
ジ
袋
は
資
源
物
で
す
の
で
、
ご
み

袋
に
は
使
え
ま
せ
ん
。
レ
ジ
袋
は
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
物
と
し
て
、

資
源
物
集
積
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
直
接
持
っ
て
く
る

場
合
は
、
指
定
ご
み
袋
や
ご
み
処
理

券
を
使
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

透
明
・
半
透
明
等
の
中
身
が
見
え
る
袋

で
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
従
来
ど

お
り
重
さ
に
応
じ
た
料
金
が
掛
か
り
ま
す
。

　

村
で
は
次
の
取
り
組
み
を
推
進
し
、

可
燃
ご
み
の
削
減
を
図
り
、
二
酸
化
炭

素
排
出
量
の
削
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

●
枝
葉
・
草
お
よ
び
畳
・
木
製
家
具
類

の
堆た

い

肥
化

　

直
接
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ま
れ

る
枝
葉
・
草
お
よ
び
畳
・
木
製
家
具
類

等
を
堆
肥
化
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
ま
す
。

●
マ
イ
バ
ッ
グ
の
推
進

　

マ
イ
バ
ッ
グ
の
全
戸
配
布
や
推
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
を
推
進
し
、
レ

ジ
袋
等
の
削
減
を
目
指
し
ま
す
。

●
資
源
物
分
別
の
徹
底

　

出
て
し
ま
っ
た
ご
み
を
、
再
利
用
で

き
る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
に
確

実
に
分
別
で
き
る
よ
う
、
ご
み
袋
指
定

制
度
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
分
別

の
徹
底
を
促
進
し
ま
す
。
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Ｑ
＆
Ａ
説
明
会
で
多
か
っ
た

質
問
と
そ
の
回
答

良い例 悪い例
ごみの出し方の例

ご み 袋 の 口 を
しっかり結んで
ください。

枝などは１束に付きごみ処理
券を１枚張ってください。

粗大ごみ１つに
付きごみ処理券
を１枚張ってく
ださい。

レジ袋等を入
れないでくだ
さい。

黒い袋等を
入れないで
ください。

資源物を入れない
でください。

Ｑ
１　

今
回
の
説
明
会
は
班
長
を
対
象
と

し
て
い
る
が
、
な
ぜ
す
べ
て
の
世
帯
を
対

象
と
し
な
か
っ
た
の
か
？

Ａ
１　

他
市
町
村
の
事
例
で
、
全
世
帯
対

象
の
説
明
会
に
参
加
さ
れ
な
い
方
が
非
常

に
多
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
班
長
に
説
明
を
聞

い
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
自
分
の
班
に
周

知
徹
底
を
図
る
方
法
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
２　

指
定
ご
み
袋
は
半
透
明
に
な
る
と

い
う
が
、
危
険
物
の
混
入
は
防
げ
る
の
か
？

Ａ
２　

目
視
確
認
が
で
き
る
の
で
、
出
す

側
も
含
め
効
果
は
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
３　

指
定
ご
み
袋
制
に
よ
り
、
不
法
投

棄
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
？

Ａ
３　

近
隣
市
町
に
確
認
し
ま
し
た
が
、

指
定
ご
み
袋
制
に
よ
り
不
法
投
棄
が
増
え

た
と
い
う
所
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
最

近
は
住
民
の
方
の
マ
ナ
ー
も
良
い
の
で
心

配
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー

ル
を
引
き
続
き
行
い
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
４　

試
行
期
間
中
の
指
定
ご
み
袋
の
配

布
方
法
は
？

Ａ
４　

社
団
法
人
東
海
村
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
配
布
を
委
託
し
、
自
治
会
へ

の
加
入
・
未
加
入
を
問
わ
ず
全
世
帯
へ
配

布
し
ま
す
。

Ｑ
５　

試
行
期
間
中
に
無
料
配
布
さ
れ
る

指
定
ご
み
袋
の
枚
数
は
？

Ａ
５　

１
世
帯
当
た
り
約
80
枚
を
配
布
し

ま
す
。
内
訳
は
可
燃
ご
み
用
45
リ
ッ
ト
ル
が

約
30
枚
、
30
リ
ッ
ト
ル
・
20
リ
ッ
ト
ル
が
各

15
枚
、
残
り
の
20
枚
を
不
燃
ご
み
用
・
ご
み

処
理
券
と
し
て
割
り
当
て
る
予
定
で
す
。

Ｑ
６　

試
行
期
間
中
に
無
料
配
布
さ
れ
た

袋
を
使
い
切
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
？

Ａ
６　

施
行
期
間
が
始
ま
る
８
月
に
は
店

頭
で
の
販
売
が
開
始
さ
れ
ま
す
の
で
、
各

自
で
指
定
ご
み
袋
を
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

Ｑ
７　

販
売
店
に
つ
い
て
は
、
特
定
の
店

だ
け
の
取
り
扱
い
と
な
る
の
か
？

Ａ
７　

販
売
店
は
東
海
村
商
工
会
で
現
在

公
募
中
で
す
。
業
種
を
問
わ
ず
販
売
で
き

る
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
販
売

店
の
情
報
は
今
後
も
広
報
紙
等
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

Ｑ
８　

地
域
で
ク
リ
ー
ン
作
戦
・
除
草
作

業
等
を
行
う
予
定
が
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な

と
き
も
指
定
ご
み
袋
に
入
れ
て
出
す
の
か
？

Ａ
８　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
伴
う
も
の

は
、
環
境
政
策
課
で
配
布
し
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
専
用
の
袋
ま
た
は
透
明
袋
を
使

用
し
集
会
所
等
に
集
め
て
く
だ
さ
い
。
自

治
会
長
か
ら
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
を
い

た
だ
け
れ
ば
、
村
で
回
収
し
ま
す
。

Ｑ
９　

剪せ
ん

定
枝
等
は
ご
み
処
理
券
を
張
っ

て
出
せ
ば
良
い
の
か
？

Ａ
９　

剪
定
枝
は
長
さ
50
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
以
内（
20
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
内
）で
束
ね
て

縛
り
、
１
束
に
付
き
１
枚
の
ご
み
処
理
券

を
張
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
10　

水
分
の
多
い
生
ご
み
を
レ
ジ
袋
に

入
れ
て
出
し
て
も
よ
い
の
か
？

Ａ
10　

レ
ジ
袋
は
平
成
17
年
７
月
か
ら
分

別
を
開
始
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
物
に
該
当
し
ま
す
の
で
資
源
物
と
し
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。
生
ご
み
は
し
っ
か
り

水
切
り
を
し
、
市
販
の
透
明
袋
等
を
利
用

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
11　

黒
い
ご
み
袋
に
ご
み
を
入
れ
て
、

さ
ら
に
指
定
ご
み
袋
に
入
れ
て
ご
み
を
出

し
て
も
良
い
か
？

Ａ
11　

指
定
袋
を
使
用
し
て
も
中
身
が
見
え

な
く
な
る
よ
う
な
出
し
方
は
で
き
ま
せ
ん
。

Ｑ
12　

清
掃
セ
ン
タ
ー
に
直
接
搬
入
す
る

場
合
、
特
に
変
更
は
あ
る
の
か
？

Ａ
12　

試
行
期
間
の
始
ま
る
８
月
か
ら
は

搬
入
の
際
、
黒
い
袋
で
の
搬
入
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
透
明
・
半
透
明
の
袋

で
搬
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
13　

８
月
か
ら
10
月
ま
で
の
試
行
期
間

は
、
黒
い
袋
で
も
ご
み
を
出
せ
る
の
か
？

Ａ
13　

出
せ
ま
せ
ん
。
配
布
さ
れ
た
指
定

袋
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。
黒
い
袋
で
出
し

た
場
合
は
、
不
適
物
シ
ー
ル
が
張
ら
れ
、
回

収
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

Ｑ
14　

指
定
ご
み
袋
は
半
透
明
だ
が
、
人

に
見
ら
れ
た
く
な
い
も
の
は
ど
の
よ
う
に

し
て
出
せ
ば
よ
い
の
か
？

Ａ
14　

新
聞
紙
は
駄
目
で
す
が
、
新
聞
広

告
等
に
包
ん
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
15　

指
定
ご
み
袋
の
大
き
さ
は
３
種
類

以
外
は
作
ら
な
い
の
か
？

Ａ
15　

実
施
後
の
実
情
に
応
じ
て
検
討
し

て
い
き
ま
す
。
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東海村総合支援センター
7
月 2

3 日 オ ー プ

ン

〒319-1111東海村舟石川777
　（※旧「東海村立東海病院」跡地）

TEL.029-287-2525 
FAX.029-282-3538

　

高
齢
者
が
健
や
か
に
住
み
慣
れ

た
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
、
介

護･

福
祉･

医
療
等
さ
ま
ざ
ま
な
面

か
ら
支
援
し
て
い
く
施
設
で
す
。

①
総
合
相
談
…
高
齢
者
等
の
介
護

に
関
す
る
悩
み
や
問
題
解
決
に

向
け
た
相
談
に
応
じ
ま
す
。

②
権
利
擁
護
…
認
知
症
高
齢
者
等

の
財
産･

権
利
を
守
る
「
成
年
後

見
制
度
」
の
利
用
促
進
や
虐
待

予
防･

早
期
発
見
を
図
り
ま
す
。

③
介
護
支
援
専
門
員
の
支
援
…
介

護
支
援
専
門
員
に
対
す
る
相
談

･

助
言･

指
導
を
通
し
て
、
よ
り

良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指

し
ま
す
。

④
介
護
予
防
…
▼
身
体
機
能
改
善

▼
食
生
活
改
善
▼
口こ

う
く
う腔

機
能
改

善
教
室
と
訪
問
指
導
▼
い
き
い
き

健
康
教
室
▼
物
忘
れ
検
診
▼
生
き

が
い
と
健
康
づ
く
り
推
進
▼
介
護

予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成―

―

な

ど
各
種
事
業
の
展
開
を
図
り
ま
す
。

　

障
が
い
児
者
等
に
対
す
る
相
談･

就

労･

日
中
一
時
支
援
を
行
う
こ
と
で
、

障
が
い
児
者
の
自
立
や
地
域
と
の
交

流
を
推
進
さ
せ
、
社
会
へ
の
適
応
力

を
高
め
て
い
く
施
設
で
す
。

①
総
合
相
談
…
障
が
い
児
者
と
そ
の

保
護
者
を
対
象
と
し
た
相
談
活
動
や

必
要
な
情
報
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

②
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
…

障
が
い
者
に
創
作
活
動
や
就
労
の

場
の
提
供
、
就
労
移
行
に
必
要
な

支
援
を
行
っ
て
い
く
と
と
も
に
、

そ
の
自
立
や
社
会
参
加
を
促
進
さ

せ
る
た
め
、
創
作
活
動
や
趣
味
活

動
等
の
デ
イ
ケ
ア
事
業
の
展
開
を

高齢者や障がい者が住み慣れた地域で生き生きとした生

活が送れるようにと、村では、さまざな支援を行って

いくための複合施設として、旧･東海病院の建物･跡地を

活用した改修工事を進めてきました。その複合施設「東海

村総合支援センター」が、来る７月23

日（月）、装い新たに、愛称も「なごみ」

と決まって開所することになりました

ので、ここで実施･提供される事業･サー

ビスなど主な概要をお知らせします。

地域生活支援センター
交流室（喫茶コーナー）

発達支援センター
プレイルーム

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

放課後対策事業室

芝生広場 交流室（喫茶コーナー)

高齢者活動室Ａ･Ｂ

レスパイト事業室

玄関

事務室

平面図（１階）

「
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
」

地域包括支援センター
高齢者活動室Ａ･Ｂ
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区 分
応募作品
（愛称）名

応募作品（愛称）の説明 受 賞 者

最優秀賞 な ご み
その場所に立ち寄った人の心がなご
むような場所になってほしい。

草野達也さん
（12歳･東海南中学校在学）

優 秀 賞 ほほえみ
笑顔とは人間に与えられたすばらしい
交流の手段。ほほえみがあれば硬い気
持ちもほぐれ、気持ちが通じ合う。

佐藤映史さん
（58歳･村松北在住）

優 秀 賞 あじさい
小さな花がたくさん咲いて１つの大
きな花になるから。

高橋透仁さん
（10歳･舟石川小学校在学）

※最優秀賞の「なごみ」は 14 人の方から、また、優秀賞の「ほほえみ」は８人の方からの
応募があり、それぞれの受賞者は、厳正な抽選によって決めさせていただきました。

　「東海村総合支援センター」が地域の皆さんに愛され、利用されるようにとの願いを込

め、村が１か月にわたって行った愛称の募集には、多くの皆さんからのたくさんのご応

募ありがとうございました。愛称選考委員会では、全国計 513 人の方から応募のあった

各作品を①言いやすさ②覚えやすさ③イメージ④理由――の４つの観点から１点ずつ丁

寧に採点。最優秀賞に「なごみ」、優秀賞には「ほほえみ」「あじさい」を選考しましたので、

お知らせします。

　村では今後、最優秀賞に選考された「なごみ」を「東海村総合支援センター」の愛称と

して、各種印刷物等ＰＲ広報の際に積極的に活用していくととともに、多くの応募があっ

たことをセンターへのご期待･ご声援ととらえ、地域に親しまれる施設づくりを目指して

いきますので、皆さんの引き続きのご支援をお願いします。

［問合せ］福祉部介護福祉課地域支援室（☎282-1711内線 1270）

「
東
海
村
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
」

そ
の
愛
称
は
〝

〞で
す
。

図
り
ま
す
。

③
こ
こ
ろ
の
病
の
経
験
者
に
対
す
る

就
労
支
援
事
業
…
「
交
流
室
（
喫
茶

コ
ー
ナ
ー
）」
の
運
営
を
通
し
、
障

が
い
者
自
ら
が
就
労
に
向
け
た
接

客･

接
遇
等
各
種
作
業
を
行
う
こ
と

で
、
そ
の
回
復
支
援
を
図
る
と
と

も
に
、
地
域
住
民
と
の
交
流
に
よ

る
社
会
参
加
活
動
の
展
開
に
取
り

組
み
ま
す
。

④
日
中
一
時
支
援
事
業
…
障
が
い
児

者
の
緊
急
一
時
預
か
り
（
土･

日
曜

日･

祝
日
を
除
く
午
前
９
時
〜
午
後

６
時
）
を
行
う
と
と
も
に
、
放
課

後
対
策
事
業
と
し
て
、
障
が
い
児

の
放
課
後
（
土･

日
曜
日･

祝
日
を

除
く
午
後
３
時
〜
６
時
）
や
長
期

休
暇
期
間
中
に
お
け
る
学
童
保
育

を
行
い
ま
す
。

　

発
達
障
が
い
の
疑
い
が
あ
る
子
ど

も
た
ち
へ
の
療
育
指
導
や
保
護
者
へ

の
相
談
支
援
な
ど
を
進
め
て
い
く
施

設
で
す
。

①
総
合
相
談
…
子
ど
も
や
保
護
者
を

対
象
と
し
た
、
電
話
や
面
談
に
よ

る
相
談
活
動
を
展
開
す
る
と
と
も

に
、
保
育
所･

幼
稚
園
、
小･

中
学

校
な
ど
に
対
す
る
相
談･

指
導
に
も

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

②
検
査･

療
育
指
導
…
子
ど
も
た
ち
の

調
査･

観
察
を
通
し
て
、「
発
達
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」「
臨
床
心

理
士
」「
言
語
聴
覚
士
」
な
ど
の
専

門
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
療
育
と
集
団

指
導
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

③
就
学
指
導
委
員
会
と
の
連
携
…
「
就

学
指
導
委
員
会
」
や
保
健
セ
ン
タ
ー

そ
の
他
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整

に
よ
り
、
適
切
な
就
学
指
導
の
推

進
を
図
り
ま
す
。

アトリエ「青い鳥」

障がい者作業室

高齢者多目的ルーム

発 達 支 援 セ ン タ ー
（こころとことばの教室）

指導員室

平面図（２階）

「
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
」
こ
こ
ろ
と

こ
と
ば
の
教
室
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▼
一
般
事
務
…
６
人
程
度
。
一
般
行
政
事
務
に
従
事
し
ま
す
。

▼
建

築
…
１
人
程
度
。
村
有
建
築
物
の
設
計
、
施
工
管

理
お
よ
び
保
守
管
理
等
の
業
務
に
従
事
し
ま
す
。

▼
保
育
士･

幼
稚
園
教
諭
…
４
人
程
度
。
保
育
所
ま
た
は
幼
稚

園
に
勤
務
し
、
保
育
業
務
等
に
従
事
し
ま
す
。

▼
精
神
保
健
福
祉
士
…
１
人
程
度
。
精
神
障
が
い
者
の
生
活

支
援
業
務
に
従
事
し
ま
す
。

▼
調

理

手
…
２
人
程
度
。
学
校
ま
た
は
保
育
所
等
で
の
調

理
業
務
に
従
事
し
ま
す
。

　

東
海
村
ま
た
は
近
隣
市
町
村
に
居
住
で
き
、
通
勤
可
能
で

あ
り
、
試
験･

選
考
区
分
に
応
じ
た
次
の
各
条
件
を
満
た
す
方
。

▼
一
般
事
務
…
昭
和
58
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
。

▼
建

築
…
昭
和
47
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
一
級

建
築
士
と
し
て
の
登
録
が
あ
る
方
。

▼
保
育
士･

幼
稚
園
教
諭
…
昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
、
保
育
士
と
幼
稚
園
教
諭
の
い
ず
れ
の
資
格
も
有
す
る

方（
取
得
見
込
み
を
含
む
）。

▼
精
神
保
健
福
祉
士
…
昭
和
40
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、

精
神
保
健
福
祉
士
と
し
て
の
登
録
が
あ
る
方
。

▼
調

理

手
…
昭
和
33
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
48
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
、
調
理
師
の
資
格
を
有
す
る
方
。

▼
一
般
事
務

▼
一
般
事
務･

保
育

士･

幼
稚
園
教
諭･

精

神
保
健
福
祉
士
…

神
保
健
福
祉
士
…
第

１
次
試
験（
教
養
試

１
次
試
験（
教
養
試

１
次
試
験（
教
養
試

験･

考
査
と
作
文
試

験

考
査
）を
、
９
月
16
日（
日
）の
午
前
10
時
か
ら
午
後
２
時

30
分
ま
で（
午
前
９
時
受
け
付
け
開
始
）、
茨
城
大
学（
水
戸

市
文
京
２-

１-

１
）で
行
い
ま
す
。
な
お
、
会
場
へ
の
自
家
用

車
の
乗
り
入
れ
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
建
築･

調
理
手
…
第
１
次
試
験（
専
門
試
験･

教
養
考
査
と
作
文

試
験･

考
査
）を
、
９
月
16
日（
日
）の
午
前
９
時
か
ら
午
後
０
時

45
分（
調
理
手
選
考
は
午
後
０
時
30
分
）ま
で（
午
前
８
時
30
分

受
け
付
け
開
始
）、
東
海
村
役
場
で
行
い
ま
す
。
な
お
、
受
験･

受
考
者
多
数
の
場
合
は
会
場
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
一
般
事
務･

建
築･

保
育
士･

幼
稚
園
教
諭
…
11
月
17
日（
土
）

･

18
日（
日
）の
い
ず
れ
か
指
定
さ
れ
た
日
時
に
東
海
村
役
場

で
口
述
試
験
を
行
い
ま
す
。

▼
精
神
保
健
福
祉
士･

調
理
手
…
10
月
10
日（
水
）の
指
定
さ
れ

た
時
間
に
東
海
村
役
場
で
口
述
考
査
を
行
い
ま
す
。

▼
申
込
書
の
請
求
…
申
込
書
は
総
務
部
人
事
課
窓
口（
役
場
行

政
棟
３
階
）ま
で
直
接
取
り
に
来
る
か
、
ま
た
は
郵
便
に
よ

り
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、

封
筒
の
表
に「
職
員
採
用
試
験
申
込
書
請
求
」と
朱
書
き
の

上
、
希
望
す
る
試
験･

選
考
区
分
と
し
て
▼
一
般
事
務･

保

育
士･

幼
稚
園
教
諭
は「
Ａ（
大
学
卒
）ま
た
は
Ｂ（
短
大･

高
校

卒
等
）」▼
建
築
は「
Ｃ（
大
学
卒
）ま
た
は
Ｄ（
短
大･

高
校
卒

等
）」▼
精
神
保
健
福
祉
士
は「
Ｅ
」▼
調
理
手
は「
Ｆ
」―

―

い

ず
れ
か
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
連
絡
先
電
話
番
号
を
記
載

し
た
任
意
の
用
紙
、
140
円
切
手
を
張
っ
た
返
信
用
の
封
筒

（
角
形
２
号
、
返
信
先
を
明
記
）を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
書
類
等
…
受
験･

受
考
申
し
込
み
時
に
①
申
込
書
１
部

（
所
定
の
申
込
書
に
顔
写
真
を
添
付
）②
履
歴
書
１
部（
所
定

の
用
紙
に
最
近
３
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
顔
写
真
を
添
付
）

③
最
終
学
校
の
卒
業
証
明
書
１
部
④
最
終
学
校
の
成
績
証

明
書
１
部（
選
考
区
分
が
精
神
保
健
福
祉
士･

調
理
手
の
方
を

除
く
。
な
お
、
試
験
区
分
が
一
般
事
務･

建
築･

保
育
士･

幼

稚
園
教
諭
の
方
で
最
終
学
歴
が
各
種
学
校
で
あ
る
場
合
は
、

高
校
の
成
績
証
明
書
も
提
出
の
こ
と
。
※
成
績
証
明
書
が
発

行
で
き
な
い
場
合
は
提
出
不
要
）⑤
資
格
免
許
等
の
写
し
各

１
部（
申
込
書
の
検
定
資
格
免
許
欄
に
記
載
し
た
も
の
に
つ

い
て
の
写
し
を
提
出
の
こ
と
。
な
お
、
一
級
建
築
士
ま
た
は

精
神
保
健
福
祉
士
の
登
録
証
、
保
育
士･

幼
稚
園
教
諭
の
資

格
、調
理
手
の
調
理
師
の
資
格
に
係
る
写
し
の
提
出
は
必
須
）

⑥
健
康
診
断
書
１
部（
選
考
区
分
が
精
神
保
健
福
祉
士
ま
た

は
調
理
手
で
あ
る
方
の
み
。
提
出
期
限
日
か
ら
３
か
月
以
内

に
実
施
さ
れ
た
も
の
に
限
る
）―

―

の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
該

当
す
る
も
の
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ

の

他
…
受
験･

受
考
料（
身
体
検
査
費
用
を
除
く
）は
不

要
で
す
。な
お
、受
験･

受
考
申
し
込
み
を
受
理
し
た
と
き
は
、

申
込
者
に
対
し
受
験･

受
考
票
を
交
付
し
ま
す
。

　

７
月
31
日（
火
）
ま
で
の
土･

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
平

日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
に
、
総

務
部
人
事
課
窓
口
へ
提
出
書
類
等
一
式
を
直
接
お
持
ち

な
る
か
、
郵
送（
簡
易
書
留
等
確
実
な
方
法
で
７
月
31
日

ま
で
に
必
着
し
た
も
の
に
限
る
）
に
よ
り
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
な
お
詳
し
く
は
、
総
務
部
人
事
課
人
事
担
当

（
〒
319-

１
１
９
２ 

那
珂
郡
東
海
村
東
海
三
丁
目
７
番
１
号 

☎

282
局
１
７
１
１ 

内
線
１
３
２
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
※
詳
細
は
東
海
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://

w
w
w
.v
ill.tok

ai.ib
arak
i.jp
/jin
ji/

）で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

▼
一
般
事
務

士神
保
健
福
祉
士
…

１
次
試
験（
教
養
試

１
次
試
験（
教
養
試

験験

験験･･

考
査
）を
、
９
月

考
査
）を
、
９
月
1616
日（
日
）の
午
前

日（
日
）の
午
前
1010

平
成
20
年
４
月
１
日
付
採
用
予
定

「
東
海
村
職
員
採
用
試
験
」の
ご
案
内

試
験･

選
考
区
分
、
採
用
予
定
人
員

受
験･

受
考
資
格

第
１
次
試
験･

選
考
の
日
時･

会
場

第
２
次
試
験･

選
考
の
日
時･

会
場

受
験･

受
考
手
続
き

申
し
込
み･

問
合
せ



6 ●● 7

国
民
年
金

だ 

よ 

り

　

公
的
年
金
（
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
）
の
加
入･

納
付
記
録

に
関
す
る
指
摘
が
な
さ
れ
、
年
金
制
度
へ
の
皆
さ
ん
の
信
頼

を
損
な
い
兼
ね
な
い
状
況
を
招
い
て
い
る
〝
年
金
記
録
問
題
〞

―
―

社
会
保
険
庁
で
は
こ
れ
ま
で
に
、
記
録
統
合
の
た
め
の

全
被
保
険
者
へ
の
照
会
や
、
年
金
請
求
時
に
お
け
る
本
人
に

対
す
る
確
認
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
５
０
０
０
万
件
（
昨

年
６
月
時
点
）
の
記
録
に
つ
い
て
の
基
礎
年
金
番
号
へ
の
統

合
が
完
了
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
全
国
で
年
金
記
録
相
談

体
制
の
強
化
な
ど
の
対
応
が
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

〝
年
金
記
録
問
題
〞
へ
の
社
会
保
険
庁
の
対
応

□
最
寄
り
の
社
会
保
険
事
務
所
に
は
来
訪
相
談
窓
口
が
設
け

ら
れ
る
一
方
で
、
電
話
相
談
と
し
て
「
ね
ん
き
ん
あ
ん
し

ん
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
１
２
０
‐
６
５
７
８
３
０
）」（
土･

日
曜

日
と
祝
日
を
含
む
24
時
間
対
応
）
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

□
被
保
険
者･

年
金
受
給
者
に
対
し
て
は
、
基
礎
年
金
番
号
に

結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
加
入
履
歴
が
順
次
送
付
さ
れ
ま
す
。

□
５
０
０
０
万
件
の
記
録
と
被
保
険
者
等
の
記
録
に
未
統
合

の
可
能
性
が
あ
る
方
に
は
お
知
ら
せ
が
行
わ
れ
ま
す
。

□
社
会
保
険
庁
等
に
納
付
記
録
が
な
い
場
合
の
判
断
を
第
三

者
委
員
会
が
行
う
仕
組
み
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

水
戸
北
社
会
保
険
事
務
所
「
出
張
年
金
相
談
」
の
お
知
ら
せ

日
時
…
７
月
19
日
（
木
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

場
所
…
役
場
災
害
対
策
本
部
室
（
行
政
棟
５
階
）

問

合

せ

□
水
戸
北
社
会
保
険
事
務
所
（
☎
231
局
２
３
８
１
）

□
福
祉
部
保
健
年
金
課
国
保
年
金
担
当
（
☎
282
局
１
７
１
１

内
線
１
１
３
３
）

〝
年
金
記
録
問
題
〞

へ
の
対
応
に
つ
い
て

なかね･としはる　鉾田市在住。茨城県

立鉾田第一高等学校教頭など33年間に

わたる教職員生活を経て、4月より村民

相談員（主に若年就労者相談担当）に就任。

『 抱 負 』

　今年の４月から主に若年無業者に対する相談業務を

担当しています。正直な話、高校で就職相談を行っ

てはいたものの、このような形で専門的に相談を受

けるのは初めての経験です。調べ始めますと、内容

が非常に重いもので、ますます大変な中身であること

を痛感します。ともあれ、政府が５月 31 日、全国で

62 万人に上るニートの再チャレンジ支援として、家

庭訪問の導入などを柱とした総合対策を取りまとめ

たことがきっかけで、ご相談に来ていただき、微力な

がらも支援していくことができればと願っています。

いちげ･くみこ　東海村在住。水戸市

重度心身障害者通園施設指導員を経

て、６月より村民相談員（主にＤＶ相談

担当）に就任。東海村人権擁護委員を兼任。

『心疲れた日々に終止符を…』

　ＤＶ（ドメスティック･バイオレンス）は女性の人権

を著しく侵害する重大な問題であり、人権侵害です。

ＤＶには、身体的暴力に限らず、経済的･精神的など

あらゆる形の暴力が含まれ、その被害者の中には「自

分に落ち度がある」「子どもや将来のために…」と我慢

されてしまう方もいますが、被害者となるのは暴力を

直接受けたあなただけではなく、お子さんにも重大な

影響を与えます。あなたのお悩み･苦しみを、どうぞ

遠慮なさらずにお話しください。相談されることが行

動の第一歩です。そこから踏み出していきましょう。

「東海村村民相談員」「東海村村民相談員」「東海村村民相談員」「東海村村民相談員」を紹介します

中根 利治

「東海村村民相談員」「東海村村民相談員」若年無業者(ニート)相談、
ＤＶ相談のための

市毛 久美子

若年就労者相談■毎週月･水･金曜日（祝日を除く）／午前８時30分～午後５時15分

Ｄ Ｖ 相 談■毎週月･火･木曜日（祝日を除く）／午前９時30分～午後4時30分

相談方法■相談は無料です。相談は庁舎内個室で行われ、その内容は厳守されます。

そ の 他■相談には、事前のご連絡なくお越しいただいても応じることができま

すが、あらかじめ予約いただきますと、お待ちすることなく相談する

ことができますので、電話等で予約されることをお勧めします。

問 合 せ■総務部自治推進課村民相談室（役場行政棟２階 ☎282-1711 内線1276）

世間との関係が築けず、就職意欲を失って働かない若年層「ニート（若年無業者）」や、家庭内暴力などで女性が被害者となる

ことが多く、その被害が顕在化しにくい「ドメスティック･バイオレンス（ＤＶ）」――近年の国内で大きな社会問題となりつ

つあるこれらの事案に対応していくため、村ではこの4月に「村民相談室」を設置しました。今月は、ここで相談業務に当た

る２人の専門相談員を紹介しますので、関連して何かお悩みのことがありましたら、独りで悩まず、まずはご相談ください。
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「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

「
高
齢
受
給
者
証
」の
更
新
時
期
で
す
！

　平成18年６月の健康保険法等の改正に伴い、平成20年４月１日から現行の「老

人保健制度」が廃止され、新しく「後期高齢者医療制度」が始まります。これにより、

75歳以上の方をはじめとする対象者は、現在加入している国民健康保険や社会保

険（被扶養者を含む）を脱退し、後期高齢者医療制度に加入することになります。

老人保健制度で医療を受けている方へ
平成20年4月から新しい後期高齢者医療制度が始まります！
老人保健制度で医療を受けている方へ
平成20年4月から新しい後期高齢者医療制度が始まります！

６つのポイント！

①後期高齢者医療制度の運営は…県内全市町村

が加入する「茨城県後期高齢者医療広域連合」

が行います。これは、後期高齢者医療制度に

関する事務を広域にわたり処理するための特

別地方公共団体で、現在、制度施行に向けて

準備を進めています。

②対象は…（平成20年４月現在で）75歳以上の

方、または65歳以上75歳未満で一定の障害を

持ち、広域連合長が認めた方となります。

③新しい保険証（被保険者証）は…平成20年３

月に新しい保険証（被保険者証）が１人に１枚

送付されます。

④医療機関窓口での患者負担は…現在の老人

保健と同様に原則１割負担、現役並み所得者

は３割負担となります。

⑤保険料は…広域連合で決定し、原則、年金か

らの天引きとなります。※茨城県後期高齢者医

療の保険料は平成19年11月ごろ決定予定。

⑥各種申請等の窓口業務・保険料徴収業務は…

今までどおり市町村が行います。

問 合 せ

　茨城県後期高齢者医療広域連合（水戸市赤塚１

丁目１番地  ☎309-1211  ホームページ：http://ww

w.ibaraki-koiukirengo.ecnet.jp/）または東海村福祉部

保健年金課医療福祉担当（☎282-1711  内線1134）

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

70
歳
未
満
の
方
が
入
院
を
し
た
場
合
、

医
療
機
関
の
窓
口
に「
限
度
額
適
用
認

定
証
」
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
１
か
月

の
窓
口
で
の
支
払
い
が
自
己
負
担
限
度

額
ま
で
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
住
民
税

非
課
税
世
帯
の
方
は
、「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
医
療
機

関
窓
口
へ
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
食

事
代
も
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
お
持
ち
の
認
定
証
の
有
効
期
限

は
、
７
月
31
日（
火
）ま
で
で
す
。

▼
新
た
に
認
定
証
の
交
付
や
更
新
を

希
望
さ
れ
る
方
は―

―

申
請
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
印
鑑
を
持
参
の

上
、
８
月
１
日（
水
）以
降
に
福
祉
部

保
健
年
金
課
で
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

現
在
お
持
ち
の「
高
齢
受
給
者
証
」の

有
効
期
限
は
、
７
月
31
日（
火
）ま
で
で

す
。
８
月
か
ら
の
受
給
者
証
に
つ
い
て

は
、
７
月
末
に
ご
自
宅
に
郵
送
し
ま
す
。

▼（
８
月
１
日
現
在
で
）１
割
負
担
の
受

給
者
証
を
お
持
ち
の
方
は―

―

平
成

20
年
４
月
よ
り
負
担
割
合
が
２
割
に

変
更
に
な
る
た
め
、
有
効
期
限
が
平

成
20
年
３
月
31
日（
月
）ま
で
と
な
り

ま
す
。
平
成
20
年
４
月
か
ら
の
受
給

者
証
は
、
平
成
20
年
３
月
末
に
ご
自

宅
に
郵
送
し
ま
す
。

▼
平
成
19
年
10
月
１
日
以
降
に
75
歳
に

な
ら
れ
る
方
は―

―

誕
生
月
の
翌
月

か
ら
老
人
保
健
制
度
に
該
当
す
る
た

め
、
有
効
期
限
が
誕
生
月
ま
で
と
な

り
ま
す
。「
老
人
保
健
医
療
受
給
者

証
」
は
、
老
人
保
健
手
続
き
時
に
窓

口
で
交
付
し
ま
す
。

　

福
祉
部
保
健
年
金
課
国
保
年
金

担
当（
☎
282
局
１
７
１
１　

内
線

１
１
３
１
）

「
高
齢
受
給
者
証
」の
更
新

問

合

せ

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
更
新

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

「
高
齢
受
給
者
証
」の
更
新
時
期
で
す
！
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●どんな病気なの？

　母乳を分泌する乳腺という乳房内組織にできる悪性の腫
しゅ よ う

瘍が「乳がん」です。その代表的な症状は乳房

のしこりですが、しこりがあるからといって、乳がんとは限りません。しこりのほとんどが良性の腫瘍

であり、乳腺症や乳腺繊維腺腫などが多いのです。でも、しこりは乳がんの可能性があるわけですから、

しこりに気が付いたら一日も早く医療機関を受診しましょう。

　また、かつて欧米に多いがんとされていた乳がんが、わが国でも近年増加傾向にあり、壮年層（30

歳～ 64歳）の女性のがん死亡原因のトップで、30代から40代にかけて急増しています。毎年新たに約

35,000人の方が乳がんと診断され、約10,000人の方が亡くなっています。乳がんは、食事の欧米化や生

活環境などにより女性ホルモン分泌が変化することや遺伝が関係することが原因と考えられています。

一生を通してみると30人に１人が乳がんにかかるといわれていますので、早期発見・早期治療のため

に、年に１回、検診を受けることをお勧めします。

●どんな検査をするの？

　検査には、①視・触診検査②乳房撮影検査（マンモグラフィー検査）③乳腺超音

波検査（乳腺エコー検査）などがあり、受診者の年齢などによりそれらを組み合わ

せて行っています。

◆問合せ　村立東海病院（☎282-2188　FAX306-2811）、福祉部保健年金課地域医療推進担当（☎287-0899　電子メールtiiki-is@vill.tokai.ibaraki.jp）
※「病院への上手なかかり方」は、今月お休みします。

① 視・触診検査
　視・触診検査は、乳がん発見の最も基本的な検査です。医師が、腫

しゅりゅう

瘤
の有無、皮膚やリンパ節の変化などを確認します。

②
乳房撮影検査

（マンモグラフィー検査）

　乳房撮影検査は一般的にマンモグラフィー検査と呼ばれ、専用のエッ
クス線撮影装置を用い、圧迫版（プラスチック）で乳房をゆっくり圧迫し
て撮影します（両側の撮影で計２枚撮ります）。この際に痛みを伴うこと
もありますが、圧迫することで、乳房を平らに薄くしエックス線被ばく
線量を減らし、乳房内構造が鮮明に撮影できるようにします。検査にか
かる時間は10分ぐらいです。この検査では、触って（触診して）も分から
ない小さなしこりや、しこりが確認できない場合でも小さな石灰化（乳
がんの可能性がある）を見つけることができます。

③
乳腺超音波検査

（乳腺エコー検査）

超音波とは、人間には聞くことができない領域の音で、イルカやクジ
ラ、コウモリなどが超音波を利用してコミュニケーションをとっていま
す。また、漁師が魚を捕るときに使う魚群探知機などにも使われていま
す。検査は、この超音波を人間の体（臓器）に当てて、“こだま”のように
跳ね返って（反射して）きた超音波の強弱と、跳ね返ってきた時間の差を
画像に変換して診断するものです。超音波検査では、腹部、心臓、甲状腺、
頸
けい

動脈などさまざまな部分を検査することができ、乳房を検査するのが
「乳腺超音波検査（乳腺エコー検査）」です。
　超音波により、乳腺はもちろんのこと、しこりも画像としてモニター
に映ります。しこりといっても、ボールのように丸いものや岩のように
ゴツゴツしたもの、中が水であるものなどさまざまです。検査にかかる
時間は20分ぐらいです。

　乳がん健診

 地域医療を担う

村立東海病院
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７月29日（日）は
参議院議員通常選挙の
投票日です

問 合 せ　東海村選挙管理委員会（総務部総務課内　☎282-1711　内線1313）

投票できる方

　満20歳以上（昭和62年７月30日までに生

まれた方）で、村の住民基本台帳に引き続

き３か月以上登録されている方（平成19年

４月11日までに転入届出をした方）

投票時間

　午前７時～午後８時

投票の順序

　「①茨城県選挙区選出議員選挙」の投票を

行い、次に「②比例代表選出議員選挙」の投

票を行います。

期日前投票を利用しましょう！

　期日前投票制度は、選挙期日前であって

も、簡単な宣誓書を記載するだけで、選挙

期日と同様に投票できる制度です。投票日

に投票することができない方は、ぜひ期日

前投票をご利用ください。

■期　　間 ７月13日（金）～ 28日（土）

■時　　間 午前８時30分～午後８時

■場　　所 役場会議室101（議会棟１階）

■そ の 他 投票所入場整理券をお持ちく

ださい。

投票所入場整理券が変わりました！

　昨年の選挙から、投票所入場整理券がは

がき式から封筒式に変わりました（上写真参

照）。個人ごとの送付から世帯ごとの送付と

なっていますので、ご自分の投票所入場整理

券を切り離し、投票所へお持ちください。

 みんなで投票、みんなで参加、
あなたの一票大切に。

見本 見本

1人分

1人分

1人分

1人分

開封

※開封すると、有権者ごとに投票所入場整理券
　が切り離せるようになっています。
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５
月
28
日
、「
平
成
19
年
度
東
海
村
表
彰
」の
表
彰
式
が
役
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
制
度
は
、
村
政
の
発
展
や
福
祉･

文
化
の
向
上
に

寄
与
さ
れ
た
り
、
村
民
の
模
範
と
な
る
行
い
を
な
さ
れ
た
方
々

に
対
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
村
政
や
ま
ち
づ
く

り
に
対
す
る
意
欲
・
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の

で
す
。
こ
の
た
び
の
表
彰
は
、
行
政･

民
生･

教
育･

環
境
の
分

野
で
そ
れ
ぞ
れ
貢
献
さ
れ
た
方
々

で
、
受
賞
の
対
象
と
な
っ
た

40
人
一
人
ひ
と
り
に
は
、
村
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

村
で
は
現
在
、
東
海
村
第
４
次
総
合
計
画「
と
う
か
い
21
世

紀
プ
ラ
ン
」に
基
づ
き
、
住
民
と
行
政
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ

た
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
は〝
自
ら
が
住
む
地
域
を
ど
う
す
る

か
〞で
あ
り
、
主
役
は
住
民
一
人
ひ
と
り―

―

そ
し
て
東
海
村

が
何
よ
り
も
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
郷
土
の
発
展
に
尽
く
し

て
い
た
だ
け
る
優
れ
た
人
々

が
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
受
賞

さ
れ
た
方
々

に
は
、
末
永
く
健
康
に
留
意
さ
れ
、
東
海
村
の
発

展
に
変
わ
ら
ず
ご
協
力
く
だ
さ
る
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
こ
の
た
び
の
受
賞
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

役　　職 氏　　名
固定資産評価審査委員 小川　健樹
保護司 井川　迪子
民生委員・児童委員 林　　芳明
教育委員会委員長 萩谷　　準

自治会長（退任者）

大内　　茂
照沼　朗男
鈴木　欣一
照沼　友之
川崎　好孝
岸田　春美
田山　敏光
鷹野　和夫
橋本　　直
冨永　　重
鈴木　　曻
佐藤　次男
綿引　政俊
中村　千里
石田　正久
笠原　武士
宇野清一郎

防犯連絡員

小池　利通
市毛　衡吉
佐藤　　誠
柏谷　　正
根本　　昇
箭内　勝壽
富山　　明
宮本　政治
木村　　久
島根　　豊
三浦　　清
川上　　治
川上　義康
根本　忠生
岡部　眞澄
佐藤　良雄
佐藤　昭二
小林　清三
須藤　　功

（敬称略）

平成19年度東海村表彰者

東
海
村
表
彰

平
成
19
年
度

●
問

合

せ　

総
務
部
総
務

課
総
務
法
制
担
当（
☎
282
局

１
７
１
１　

内
線
１
３
１
２
）
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●村に伝わる民話、紙芝居でどうぞご覧ください

●多年にわたり地域の薬物乱用防止に貢献
５月24日、茨城県市町村会館で薬物乱用防止事業功労者等表彰

が行われ、黒澤次男さん（村松在住）に茨城県知事感謝状が贈

られました。これは、本村初の茨城県薬物乱用防止指導員として、

村内小学校で薬物や喫煙についての講義を行うなど、多年にわ

たり、地域の薬物乱用防止に向けた社会環境づくりに貢献した

功績が認められたもの。「薬物乱用防止に必要なことは、親子の

関係を大切にすること、大人が子どもたちに駄目なことは駄目と

しっかり言える関係を築くこと、そして、子どもたち一人ひとり

が薬物乱用の危険性を自覚することです」と話してくれました。

５月31日、民話再生の会（河本紀久雄会長、会員数15人）による

新作発表会が照沼信邦さん宅（照沼）で行われました。この会は村

に伝わる民話を紙芝居にして地域に向けた伝承活動を進めてお

り、白方地区に伝わる狐にだまされた話「子狐お万」や、失われつ

つある正月行事を物語化した「東海村の年中行事・お正月」など、

２作品を披露。方言交じりの語り口調と思わず笑みの出るよう

な絵の温かさに、徐々に物語の中へ引き込まれそう――中央公民

館にて貸し出しや出前上演の受け付けも行っていますので、皆

さんも“昔の東海村”にタイムスリップしてみてはいかがですか。

●サツキをみんなで植えて地域の連帯強化を
環境美化運動を通して“豊かで住みよいまちづくり”と地域住民相互

の連帯意識向上を目指そう――６月16日、白方地区で地域づくり活動

を進める「白方地区委員会｣の建設･環境部会（皆川四郎部会長）は、白

方小学校区内８自治会の協力を得、地区内の「いちょう通り」（県道284号）

沿道等に200株のサツキなどの植栽を行いました。「夏日」となり、暑

さが増したこの日の作業には、日中の気温上昇にもかかわらず、約200

人の住民が参加。皆川部会長は、「“自分たちが住む地域をきれいにし

ていこう”という多くの住民の皆さんの強い意志を感じた」と、これか

ら３か年かけて取り組む予定の環境美化運動に意欲を見せていました。
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●地域を楽しく元気にするために

●“ごみゼロ”目指し、クリーン作戦！

多くの子どもたちの参加が目立った緑ヶ丘子ども会　

●“養生型の福祉”で幸せに！
東海村社会福祉協議会と連携し、住民主体による小地域福祉活動の

充実や福祉コミュニティーの形成に寄与する組織として発足した

石神地区社会福祉協議会――６月10日、石神コミュニティセンター

で行われた設立総会では、「東海村から発信する新しい地域福祉の

かたちを」と題された記念講演も開催。講師の長谷川幸介さん（茨城

大学准教授）からは「福祉とは幸せになること、相互扶助という新

しい地縁で心・体・頭が元気でいられるよう“養生型の福祉”を」と、

スタートに際し激励の言葉が掛けられました。また、６月30日には

中丸地区でも発足し、他４地区でも順次設立が予定されています。

５月27日、「東海村春の一斉クリーン作戦」が東海ライオン

ズクラブ（中村康雄会長）と村との共催により村内各所で実

施されました。これは、５月30日の“ごみゼロ”にちなんで

毎年行われているもので、今回は約4,600人が参加。早朝か

ら始められた清掃活動では、ポイ捨てされた空き缶やペッ

トボトルなど、約6.6トンものごみが集められました。ごみ

のないきれいな村をつくるためには、ポイ捨てを“しない”

“させない”が第一。お互いにマナーを守るとともに、ポイ

捨てしにくい美しい環境づくりを心掛けていきましょう。

６月23日、村内の自治会長や地区委員など、地域活動に関わる方々

が一堂に会する「第５回地域代表者会」が東海文化センターで行わ

れ、村内の地域活動事例発表や塙章一さん（歯学博士）による講演

会「だれもが普通に暮らせるまちづくり」が開催されました。発表

した３団体は、「地域を楽しく元気に！」をモットーに、地域性を

考慮した組織づくりに始まり、そば打ち体験や集会所の建設、防

犯パトロールの実施など、地域住民との交流を図るためのさまざ

まな事業を展開。参加者は、事例から得た成果や課題をヒント

に、各地域における今後の活動に意欲を示しているようでした。
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【
俳　

句
】

義
父
の
日
は
五
月
の
晴
の
復
員
日東　

海　

片
野　

紀
夫

か
き
氷
ざ
く
り
と
ス
プ
ー
ン
赤
く
な
る

白
方
中
央　

柴
田　

一
声

万
緑
の
む
せ
か
え
る
風
頬
を
過
ぐ東　

海　

佐
藤　

と
よ

か
た
つ
む
り
ア
ジ
サ
イ
散
歩
明
日
は
何
処

豊　

白　

中
島
エ
ミ
子

蛙
鳴
く
青
田
一
面
陽
の
ひ
か
り

外　

宿　

照
沼
あ
や
子

白
樺
の
影
す
が
す
が
し
代
田
水

南　

台　

渋
谷
ひ
ろ
し

煙
草
の
け
む
り
の
先
に
マ
ラ
ッ
カ
海
の
十
字
星

村　

松　

正
木　

幹
夫

蛙
鳴
く
畦
道
歩
き
深
呼
吸

外　

宿　

西
山　

純
一

霧
雨
に
川
岸
の
柳
も
ぼ
ん
や
り
と白

方
中
央　

根
本　
　

武

生
き
て
行
く
命
の
重
さ
の
八
雲
か
な

白
方
中
央　

根
本　

怜
子

村
中
の
き
ら
き
ら
き
ら
と
田
水
張
る

村　

松　

松
本　

正
勝

淡
い
灯
を
求
め
逢
寄
る
蛍
と
よ

舟
石
川　

舛
井　

愛
子

葉
も
ゆ
れ
ず
ひ
と
日
雨
降
り
茄
子
太
る

船　

場　

畑　
　

耕
太

　

元
来
、
決
し
て
運
動
が
得
意
な
方
で
は
な
い
私
で

す
が
、
何
が
性
に
合
っ
た
の
か
、
空
手
だ
け
は
20
年

近
く
も
続
け
て
い
ま
す
。
２
年
ほ
ど
前
、
小
学
校
に

入
学
し
た
て
の
娘
が
、
体
力
テ
ス
ト
で
平
均
を
大
き

く
下
回
る
成
績
を
も
ら
っ
て
き
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
、
体
力
向
上
の
必
要
性
を
感
じ
、
日
本
原
子
力
研

究
所
空
手
部
時
代
の
先
輩
で
あ
る
黒
羽
根
師
範
に
相

談
し
た
結
果
、
娘
を
緑
ヶ
丘
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
空

手
に
入
門
さ
せ
る
と
と
も
に
、
私
自
身
も
子
ど
も
た

ち
の
指
導
に
携
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

入
門
後
の
娘
は
、
練
習
に
つ
い
て
い
く
の
も
大
変

だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
黒
羽
根
師
範
の
子
ど
も
た
ち

を
飽
き
さ
せ
な
い
指
導
や
、
子
ど
も
同
士
の
競
争
心

も
あ
っ
て
か
、
週
３
回
の
練
習
を
そ
れ
な
り
に
真
剣

に
続
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
１
年
後
の
体
力

テ
ス
ト
で
は
、
ク
ラ
ス
上
位
の
も
の
も
含
め
全
て
の

項
目
が
平
均
以
上
の
成
績
と
な
り
、
見
違
え
る
よ
う

で
し
た
。
ま
た
、
村
、
県
北
地
区
、
県
等
の
大
会
に

出
場
し
、
運
よ
く
上
位
入
賞
し
た
り
、
残
念
な
が
ら

負
け
て
涙
を
流
し
た
り
と
い
っ
た
、
子
ど
も
の
成
長

に
と
っ
て
貴
重
な
経
験
を
積
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

子
ど
も
た
ち
を
指
導
し
て
い
る
と
、
運
動
神
経

が
よ
く
、
言
わ
れ
た
こ
と
を
す
ぐ
で
き
る
子
も
い
れ

ば
、
一
つ
の
動
作
を
覚
え
る
の
に
長
い
時
間
が
か
か

る
子
も
い
ま
す
。
し
か
し
、
空
手
の
練
習
体
系
は
、

ど
ん
な
人
で
も
地
道
に
努
力
を
続
け
る
こ
と
で
、
い

つ
か
は
一
定
レ
ベ
ル
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
お
り
、
ま
じ
め
に
努
力
を
続
け
れ
ば
必
ず

黒
帯
ま
で
た
ど
り
着
け
ま
す
。
そ
し
て
、
人
よ
り
も

長
く
努
力
し
て
得
た
黒
帯
は
、
そ
の
分
だ
け
価
値
が

高
い
も
の
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
ど
う
か
、
ご
父
兄

の
方
々
も
、
個
人
差
が
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

子
ど
も
た
ち
が
途
中
で
目
標
を
あ
き
ら
め
る
こ
と
が

な
い
よ
う
励
ま
し
て
あ
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

私
自
身
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
子
ど
も
た
ち
か
ら
教

え
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の

真
剣
な
努
力
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
一
緒
に
汗
を
流

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま

し
た
が
、
ご
父
兄
の
方
々
の
日
ご
ろ
の
ご
支
援
、
ご
協

力
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。
ど
う
か
今
後
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

押
忍

ＰＡＲＴ. ８８

指導者からのメッセージ

青少年育成
体 験 記

緑ヶ丘空手に携わって
緑ヶ丘スポーツ少年団指導者

　宮
み や も と

本　幸
ゆ き ひ ろ

博

最後列の左から３番目
が今回のエッセイスト
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ＶＯＬ .  ９８

今どきの

青少年

　

僕
は
、
東
海
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に

所
属
し
て
お
り
、
現
在
は
こ
の
夏
に
行
わ
れ
る
最

後
の
総
体
に
向
け
て
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
僕
は
、
３
月
に
行
わ
れ
た
第
20
回
富
士

ゼ
ロ
ッ
ク
ス
カ
ッ
プ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ル
ス
タ
ー

（
都
道
府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会
）
に
茨
城
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

こ
の
チ
ー
ム
は
、
県
内
の
中
学
校
か
ら
選
ば
れ
た

12
名
で
構
成
さ
れ
、
３
か
月
と
い
う
短
期
間
の
練

習
を
経
て
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。
自
分
に
与
え
ら

れ
た
出
場
時
間
は
、
限
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
の
中
で
持
て
る
力
を
十
分
発
揮
で
き

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
大
会
を
通
し
て
、
自

分
が
全
国
レ
ベ
ル
で
通
用
す
る
部
分
と
ま
だ
ま
だ

足
り
な
い
部
分
の
両
面
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
よ
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
チ
ー

ム
と
し
て
も
８
年
ぶ
り
に
予
選
リ
ー
グ
を
通
過

し
、
初
の
ベ
ス
ト
８
ま
で
進
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
思
っ
た
こ
と
は
、
チ
ー
ム
と
し
て
結
束

す
る
こ
と
が
と
て
も
大
事
で
、
そ
の
中
で
選
手
一

人
ひ
と
り
が
自
分
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
と
て

も
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
大
会
で
の
経

験
が
自
分
の
意
識
を
変
え
ま
し
た
。
全
国
大
会
で

通
用
す
る
レ
ベ
ル
に
な
る
た
め
に
は
、
自
分
に
厳

し
く
日
々
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
も
分
か
り
ま
し
た
。

　

僕
た
ち
東
海
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は

こ
れ
ま
で
、
新
人
戦
で
も
毎
日
茨
城
杯
で
も
３
位

と
い
う
結
果
に
終
わ
り
、
優
勝
ま
で
あ
と
一
歩
と

い
う
と
こ
ろ
で
負
け
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
こ
の
夏
の
総
体
が
中
学
校
生
活
最
後
の
大

会
と
な
り
ま
す
。
こ
の
大
会
で
の
目
標
は
、
県
大

会
で
２
位
以
上
に
入
り
、
関
東
・
全
国
大
会
へ
と

勝
ち
進
ん
で
い
く
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、チ
ー

ム
が
一
致
団
結
し
て
総
体
ま
で
の
練
習
時
間
を
大

事
に
し
、
チ
ー
ム
の
弱
い
部
分
の
修
正
を
し
て
い

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
僕
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ル
ス
タ
ー
で

の
経
験
を
活
か
し
て
チ
ー
ム
を
引
っ
張
り
、「
必

ず
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
」
と
い
う
強
い
意
志
を

持
っ
て
、
悔
い
の
残
ら
ぬ
よ
う
精
い
っ
ぱ
い
頑

張
っ
て
プ
レ
ー
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

【
短　

歌
】

少
年
の
心
の
声
き
く
聴
診
器
あ
ら
ば
悲
し
き
事
件
な
ら

ざ
り 

村　

松　

高
橋　

正
弘

け
ふ
越
え
し
こ
と
に
満
ち
足
り
気
負
わ
ず
に
あ
る
が
ま

ま
に
て
明
日
に
な
れ
か
し 

船　

場　

村
上
よ
り
子

朝
一
番「
お
は
よ
う
さ
ん
」と
声
か
け
て
坊
ち
ゃ
ん
カ
ボ

チ
ャ
の
花
合
わ
せ
す
る　
　
　

外　

宿　

小
林
美
代
子

転
校
の
友
を
送
り
て
川
辺
り
の
芹
を
帽
子
に
帰
る
曲
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内　

宿　

村
上　

文
江

朝
夕
に
寒
暖
あ
り
て
水
無
月
の
畑
の
作
物
そ
の
色
の
濃

し 

船　

場　

舛
井
庫
之
助

病
持
ち
あ
し
た
生
き
い
る
証
の
な
く
も
春
と
も
な
れ
ば

種
苗
買
い
込
む 

外　

宿　

髙
槌　

す
み

我
が
胸
に
ま
ど
い
憂
い
を
置
き
去
り
に
知
ら
ん
顔
し
て

春
は
行
き
た
り　
　
　
　
　
　

南　

台　

根
本
内
俊
男

地
図
で
し
か
お
目
に
か
か
れ
ぬ
北
極
圏
上
空
よ
り
見
る

も
楽
し
き 

照　

沼　

佐
藤　
　

昇

吾
子
あ
て
の
母
の
手
紙
を
見
出
し
ぬ
読
み
て
う
っ
す
ら

涙
ぐ
む
汝 

東　

海　

片
野　

紀
夫

父
の
年
越
え
て
七
十
の
我
が
顔
を
鏡
に
う
つ
し
こ
の
朝

見
入
る 

緑
ヶ
丘　

佐
藤　
　

正

人
の
目
を
さ
け
て
夜
半
の
温

ゆ

泉
に
入
る
義
足
の
婦
人
の

背
中
な
が
せ
り　
　
　
　
　
　

須
和
間　

柴
山　

靖
子

三
人
の
娘
に
孫
は
六
人
で
ひ
孫
三
人
鯉
の
ぼ
り
か
な　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

舟
石
川　

工
藤
和
一
郎

青
葉
節
山
又
山
を
な
が
む
れ
ば
ま
だ
笠
の
ご
と
雪
山
多

し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

舟
石
川　

小
川
志
つ
江

　
　

【
川　

柳
】

夏
か
ぜ
で
ハ
ナ
カ
ミ
王
子
に
な
っ
た
僕

白
方
中
央　

関
口　
　

満

ジュニアオールスター大会に出場して
東海中学校３年

船場　蔦
つ た ぎ

木　大
だ い ち

智

エッセー頑張る
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■開館時間 午前10時～午後７時（※

土曜日は午後５時まで、最終日９月

１日のみ午後３時までとなります）

■場　　所 ＪＲ東海駅（駅舎２階）

■問 合 せ 東海ステーションギャ

ラリー（☎287-3680）

ＳＴＡＴＩＯＮ

ＧＡＬＬＥＲＹ

「たんぽぽの会」による
おはなし会
日時●毎週土曜日（第５土曜

日を除く）の午後２時～３時

場所●おはなしコ―ナー

内容●絵本の読み聞かせや

手遊びなどを行います。

休館日
７月16日（月）･17日（火）･23日（月）

･30日（月）･31日（火）、８月６日（月）

図
書
館
ト
ピ
ッ
ク
ス

　

小･

中
学
生
、
高
校
生
の
皆
さ
ん
、

あ
と
10
日
も
過
ぎ
れ
ば
、
待
ち
焦
が
れ

た〝
夏
休
み
〞が
や
っ
て
き
ま
す
ね―

―

村
立
図
書
館
で
は
、
こ
の
夏
休
み
期
間

中
に
限
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
思
い
出
づ
く
り

に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」
に
よ
る
絵
本･

紙

芝
居
の
読
み
聞
か
せ
や
、
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
●
７
月
26
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

場
所
●
多
目
的
ル
ー
ム

対
象
●
小
学
生

そ
の
他
●
事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

　

図
書
館
で
働
く
人
の
仕
事
は
、
皆

さ
ん
に
本
を
貸
し
出
し
た
り
、
整
理

し
た
り
す
る
こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。〝
一
日
図
書
館
員
〞に
な
っ
て
み
て
、

ふ
だ
ん
本
を
借
り
て
い
る
だ
け
で
は
気
付

か
な
い
村
立
図
書
館
に
お
け
る
い
ろ
い
ろ

な
仕
事
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時
●
８
月
14
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
30
分　

対
象
●
村
内
在
住
の
小
学
４

年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
児
童

申
し
込
み
●
申
し
込
み
は
、
７
月
18
日

（
水
）
の
午
後
２
時
か
ら
村
立
図
書
館

で
受
け
付
け
ま
す
。
※
先
着
順
に
定
員

（
６
人
）
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　

学
校
図
書
館
指
導
員
の
先
生
に
よ
る
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

期
日
●
８
月
１
日
（
水
）･

８
日
（
水
）

時
間
●
両
日
と
も
午
前
10
時
30
分
か
ら

11
時
30
分
ま
で
。

場
所
●
多
目
的
ル
ー
ム

対
象
●
原
則
と
し
て
小･

中
学
生　

※

保
護
者
同
伴
で
あ
れ
ば
、
未
就
学
児
童

の
参
加
も
可
能
で
す
。

そ
の
他
●
事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

傍

席

聴

傍聴者数

69人

「
平
成
19
年
第
２
回
東
海
村
議
会
定
例
会
」

が
６
月
１
日
か
ら
15
日
ま
で
の
会
期
で
開

か
れ
、
そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

村
長
提
出
議
案
▼
「
東
海
村
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
」
ほ

か
条
例
１
件
▼
平
成
19
年
度
東
海
村
一
般
会

計
補
正
予
算
▼
「
村
松
小
学
校
便
所
改
修
工

事
契
約
に
つ
い
て
」
ほ
か
17
件―

―

の
合
計

21
件
が
上
程
、
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
報
告
請
願
に
対
す
る
報
告
「
安
心･

安
全
の
地
域
医
療
を
実
現
す
る
た
め
の
医
師

･

看
護
師
の
大
幅
増
員
を
求
め
る
請
願
書
」
は

採
択
、「
住
民
の
暮
ら
し
を
守
り
，
公
共
サ
ー

ビ
ス
拡
充
を
求
め
る
請
願
書
」
は
不
採
択
と

な
り
ま
し
た
。「
法
テ
ラ
ス
の
更
な
る
体
制
整

備･

充
実
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て
」
は
修

正
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
提
出
議
案
「
東
海
村
議
会
政
務
調
査

費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」「
医
師･

看
護
師
等
の
増
員
を
求
め
る

意
見
書
に
つ
い
て
」
を
可
決
、
意
見
書
に
つ
い

て
は
国
の
関
係
機
関
に
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

問

合

せ
議
会
事
務
局
（
☎
282
局
１
７
１
１ 

内
線
１
２
８
１
）
※
東
海
村
議
会
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（h

ttp://w
w
w
.v
ill.tok

ai.ibarak
i.j

p/gik
ai/

）で
は
、議
会
の
様
子（
録
画
）が
各
会

期
終
了
１
週
間
後
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

村
内
小
学
校
児
童
の
絵
画
を
学
年
ご
と
に

村
内
小
学
校
児
童
の
絵
画
を
学
年
ご
と
に

村
内
小
学
校
児
童
の
絵
画
を
学
年
ご
と
に

村
内
小
学
校
児
童
の
絵
画
を
学
年
ご
と
に

展
示
し
ま
す
。
自
由
な
テ
ー
マ
で
描
か
れ

た
子
ど
も
た
ち
の
伸
び
伸
び
と
し
た
作
品

を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
展
示
期
間
】
▼
１
年
生
…
７
月
22
日
〜

282828
日日日日
▼
２
年
生
…
７
月
29
日
〜
８
月
４
日

▼
３
年
生
…

▼
３
年
生
…

▼
３
年
生
…

▼
３
年
生
…

▼
３
年
生
…

▼
３
年
生
…

▼
３
年
生
…

▼
３
年
生
…

▼
３
年
生
…
８
月
５
日
〜

８
月
５
日
〜
1111
日日
▼
４
年
生

………
８
月
８
月
８
月
８
月
８
月
1212
日

〜〜〜
18181818181818181818
日日
▼
５

年
生
…

年
生
…

年
生
…

年
生
…

年
生
…

年
生
…

年
生
…

年
生
…

年
生
…

年
生
…

年
生
…

年
生
…

年
生
…
８
月

191919
日
〜
日
〜
日
〜
日
〜
2525
日

▼
６
年
生
…

８
月
８
月
８
月
８
月
８
月
８
月
８
月
８
月
2626
日
〜

９
月
１
日

村
内
小
学
校
児
童
の
絵
画
を
学
年
ご
と
に

村
内
小
学
校
児
童
の
絵
画
を
学
年
ご
と
に

村
内
小
学
校
児
童
の
絵
画
を
学
年
ご
と
に

村
内
小
学
校
児
童
の
絵
画
を
学
年
ご
と
に

村
内
小
学
校
児
童
の
絵
画
を
学
年
ご
と
に

村
内
小
学
校
児
童
の
絵
画
を
学
年
ご
と
に

線
で
描
く

子
ど
も
絵
画
展

７
月
22
日
（
日
）
〜
９
月
１
日
（
土
）

小
学
生
の
た
め
の
お
は
な
し
会

小
学
生
の
た
め
の
お
は
な
し
会

一
日
図
書
館
員
に
な
っ
て
み
よ
う
！

一
日
図
書
館
員
に
な
っ
て
み
よ
う
！

一
日
図
書
館
員
に
な
っ
て
み
よ
う
！

学
校
図
書
館
指
導
員
に
よ
る
お
は
な
し
会

学
校
図
書
館
指
導
員
に
よ
る
お
は
な
し
会
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東海村の三大祭りの１つ「東海まつり」――

今年で29回を数える“夏の風物詩”の季節がやってきました。会場

となる｢駅東大通り｣では、大人から子どもまでが色鮮やかな法被･

浴衣に身を包んで大地を彩り、“熱き夏”を物語ります。2007年･夏の思い出づくりに、皆さんおそろいでお越しください。浴衣に身を包んで大地を彩り、“熱き夏”を物語ります。2007年･夏の思い出づくりに、皆さんおそろいでお越しください。浴衣に身を包んで大地を彩り、“熱き夏”を物語ります。2007年･夏の思い出づくりに、皆さんおそろいでお越しください。浴衣に身を包んで大地を彩り、“熱き夏”を物語ります。2007年･夏の思い出づくりに、皆さんおそろいでお越しください。浴衣に身を包んで大地を彩り、“熱き夏”を物語ります。2007年･夏の思い出づくりに、皆さんおそろいでお越しください。浴衣に身を包んで大地を彩り、“熱き夏”を物語ります。2007年･夏の思い出づくりに、皆さんおそろいでお越しください。浴衣に身を包んで大地を彩り、“熱き夏”を物語ります。2007年･夏の思い出づくりに、皆さんおそろいでお越しください。

８月４日(土)午後１時～８時30分

①記念花火協賛者…ご両親の還暦祝いなどの思い出づくりに、「メロディー

付き60連発花火」の打ち上げに協賛してくれる方。１口10,000円。

②花火大会升席…花火を間近で観賞できる見物席（広さ2.3ｍ×1.2ｍ）

を利用される方。料金は１席（升）5,000円で、先着120席まで。

③「ふるさとひろば」出店者…花火大会の日に真崎コミュニティセン

ターで“地産地消”型の物産品販売を行ってくれる方。

④花火大会清掃ボランティア…花火の後の清掃に従事してくれる方。

⑤「エコりんタイムトライアル」参加者…誰もが無料で使えるレンタサイ

クル「エコりん」でタイム得点を競うウオークラリー形式の自転車レース

（１チーム５人まで）に参加してくれる方。優勝者には豪華プレゼントあり。

⑥フォトコンテスト参加者…祭り当日に撮影した写真の出来を競い合ってくれる方。

⑦東海村美容組合･ヘアーと浴衣の着付け…NTV「24時間テレビ･愛は地球を救う」へ

の募金を兼ね、村内の美容師が「テクノ交流館リコッティ」で行うヘアーと浴衣の

着付けサービスを受けたい方（各500円）。※当日申し込み可（予約優先）。

●申し込み･問合せ…上記①～⑤の申し込みは７月25日（水）までに東

海まつり実行委員会事務局（☎283-2141）へ、⑦については７月30日（月）

までに安武明さん（美容室Tiss☎283-1909）まで申し込みください。

８月11日(土)･阿漕ヶ浦公園
午後７時15分～８時30分

浴衣に身を包んで大地を彩り、“熱き夏”を物語ります。2007年･夏の思い出づくりに、皆さんおそろいでお越しください。浴衣に身を包んで大地を彩り、“熱き夏”を物語ります。2007年･夏の思い出づくりに、皆さんおそろいでお越しください。浴衣に身を包んで大地を彩り、“熱き夏”を物語ります。2007年･夏の思い出づくりに、皆さんおそろいでお越しください。浴衣に身を包んで大地を彩り、“熱き夏”を物語ります。2007年･夏の思い出づくりに、皆さんおそろいでお越しください。

①記念花火協賛者…ご両親の還暦祝いなどの思い出づくりに、「メロディーご両親の還暦祝いなどの思い出づくりに、「メロディー

「東海まつり実行委員会」からの各種募集のお知らせ

花火大会

クアップ／ Jul.

ピ
ッ

７・10 号／お知
　

ら
せ

ＪＲ東海駅･駅東大通り

いんいいんんふふふぉぉぉ
めめめーーーしししょょょんんん



18 ●● 19

　村では、大強度陽子
加速器施設（Ｊ－ＰＡＲ
Ｃ）の稼動に伴い国内外
から来訪する研究者等
が研究しやすく、また、
村民にとっては暮らし
やすい環境づくりのため、「高度科学研究文化
都市構想」を策定し、その実現に向けた取り組
みを進めています。今回は、構想に掲げた「魅
力あるガーデンシティづくり」の第一歩として、
ガーデニングやオープンガーデンに関する講座
を開催します。初心者の方も大歓迎です。
■日　　時 ７月28日（土）　午後１時～３時30分
■場　　所 東海村姉妹都市交流会館
■対　　象 村内在住の方（先着20人程度）
■内　　容 ①講演　演題／「ガーデニングで
まちを楽しく・美しく・元気に」　講師／
井口百合香さん（ＮＰＯ法人つくばアーバ
ンガーデニング）　②ガーデニング実習（多
肉植物の寄せ植え）　講師／横山富美子さん
（ＮＰＯ法人つくばアーバンガーデニング）
■参 加 費 500円／人（実習用材料費）
■申し込み・問合せ ７ 月13日（金）か ら20日
（金）までに、企画政策部政策推進課（内線
1332）へ申し込みください。

「ガーデニング講座」受講者募集

診療時間 午前９時30分～正午、午後１時～２時
問 合 せ 救急医療情報コントロールシステム(☎241-4199）
期日 病医院名 電話番号
15日(日) 石井整形外科クリニック 270-5141
16日(月) 茨城東病院 282-1151
22日(日) 村立東海病院 282-2188
29日(日) 東原クリニック 283-2301

７月の休日診療日程
平成 19 年６月１日現在

前月比
世帯数 13,455 世帯  ＋ 28
総人口 36,097 人 ＋ 30
　男 18,146 人 　＋ 28
　女 17,951 人 ＋ 2

人口と世帯数

☎ 282-1711（代表）

役場の電話番号

募集

■日 程 等

■内　　容 子どもとの接し方や遊び方、事故
の予防と手当て、調理実習など子育てボラ
ンティアとして必要な知識の習得

■ 定　　員 各会場50人　※定員を超えた場
合は抽選します。

■受 講 料 500円／人（テキスト代）
■申し込み ７月17日（火）までに、福祉部社会
福祉課備え付けの申込用紙に必要事項を記入
の上、リリー保育福祉専門学校（FAX228-1880）
へファクシミリで申し込みください。

■そ の 他 当日は３歳以上のお子さんを対象
に一時保育を行います（要予約）。

■問 合 せ 茨城県子ども家庭課少子化対策室
（☎301-3261）

「子育てボランティア養成研修」受講者募集

期　　日 時　　間 会　　場
８月９日（木） ９：30 ～ 16：00

水戸市福祉ボランティア会館
（水戸市赤塚1-1ミオス内）

８月10日（金） 10：00 ～ 15：40
８月11日（土） 10：00 ～ 17：00
９月13日（木） ９：30 ～ 16：00

日立市大沼交流センター
（日立市東金沢町5-7-1）

９月20日（木） 10：00 ～ 15：40
９月27日（木） 10：00 ～ 17：00

●活 動 日 毎週火曜日

●時　　間 午前10時～正午

●場　　所 合同庁舎３階（音楽ホール）

●会　　費 1,500円／月

●申し込み・問合せ 川戸京子さん（☎・ＦＡＸ

282-1639）

「女声コーラス東海」
会員募集

●期　　日 ８月１日（水）～３日（金）

●時　　間 午前９時30分～午後０時30分

●場　　所 佐和高等学校

●対　　象 小学４年生以上の方（先着20人）

●内　　容 インターネット体験、デジタルカ

メラ体験など

●受 講 料 無料

●申し込み・問合せ ７月20日（金）までに講座

名・住所・氏名・年齢・性別・電話番号を記入

の上、佐和高等学校（〒312-0061　ひたちなか

市稲田636-1　☎285-1819　FAX285-8401）へは

がきまたはファクシミリで申し込みください。

「初めてのＩＴ体験講座」
受講者募集
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エトセトラ

教育委員会では、今月から平成20年３月までの間、白方地内
において新しい白方小学校の建設に伴う埋蔵文化財（白方古墳
群・荒

あら

野
の

遺跡・馬
ば

場
ば

崎
さき

遺跡・豊岡宮前遺跡）の発掘調査を行い
ます。このため、調査期間中は、安全対策として調査エリアの
周りをフェンスで囲むことから、農道部分の一部を通行止めと
します（建設工事は発掘調査後に着工する予定です）。村民の皆
さんにはご不便をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いし
ます。
■問 合 せ 教育委員会学校教育課企画総務担当（内線1411）

白方小学校の埋蔵文化財発掘調査にご協力ください

■日　　時 ７月22日（日）　午前９時～正午
■場　　所 消防庁舎（会議室）
■定　　員 先着20人（最少催行人員５人）
■内　　容 心肺蘇

そ

生
せい

法、ＡＥＤ（自動体外式
除細動器）の使用法、止血法等（実技主体）
■受 講 料 無料
■そ の 他 ①動きやすい服装で参加してくだ
さい。②普通救命講習修了証を交付します。
③普通救命講習修了証を交付されてから、２
年が過ぎている方もご参加ください（修了証
をお持ちください）。④職場、サークル等で
５人以上集まればいつでも開催します。
■申し込み・問合せ ７ 月13日（金）か ら20日
（金）までに、消防署救急救助係（☎282-2038）
へ申し込みください。

普通救命講習会受講者募集
　　　　

　東海村病害虫防除協議会では、水稲の品質向
上と病害虫防除を目的に無人ヘリコプターによ
る薬剤散布を行います。
■期　　日 ７月21日（土）　※雨天順延
■時　　間 午前４時～ 11時
■散布地域 転作地を除く、村内水田全域
■そ の 他 ７月18日（水）付の新聞折り込み
チラシを併せてご覧ください。

■問 合 せ 経済環境部経済課農業振興担当
（内線1435）

The Tokai‐mura Blight and Insects Protection 
Council will conduct spraying of rice fields 
against insects and disease by unmanned 
helicopter. Details of areas to be sprayed will be  
available in notices distributed with newspapers 
on 18th July. Or please contact the Economic 
Division in the Tokai-mura Village Office (ext. 
1435) for further information.
■Date　Saturday, July 21st. Postponed in case 
of rain.
■Time　4:00 a.m. to 11:00 a.m.

無人ヘリコプターによる水稲の病害虫防除の実施

Spraying Of Rice Fields

フェンス設置場所

白方小学校建設地
（発掘調査エリア）

白方コミュニティセンター
原
電
通
り

　県の文化財保護指導員による文化財の巡視が
年３回行われますので、ご協力をお願いします。
また、村に数多く存在する文化財は、地域の歴
史や文化の成り立ちが分かる貴重な財産です。
ぜひこの機会に指導員に尋ねるなど、村の文化
財に触れてみてはいかがでしょうか。
■対象遺跡 舟塚古墳群、真崎城跡、御所内貝塚、
堀米Ａ遺跡、石神外宿古墳群、白方古墳群
■巡視時期 １回目（７月～８月）　２回目（９
月～ 12月）　３回目（12月～平成19年２月）
■問 合 せ 県教育庁文化課文化財担当（☎
301-5453）または教育委員会社会教育課文化
スポーツ振興担当（内線1423）

文化財巡視のお知らせ
　社会福祉協議会は、村民一人ひとりが安心し

て暮らせるまちづくりを目指し、住民参加によ

る地域福祉事業や福祉活動啓発事業などを行っ

ています。皆さんの会費はこれらの事業費とし

て活用されます。本年度も社会福祉協議会会員

会費の納入にご協力をお願いします。

●納入方法 ①自治会に加入している世帯…自

治会長・班長(常会長)が取りまとめます。②

自治会・班(常会)に未加入世帯…社会福祉協

議会へお持ちいただくか、電話連絡をいただ

ければ、職員がご自宅に伺います。

●会員会費 普通会員…300円以上　特別会員

…1,000円以上　法人会員…5,000円以上

●問 合 せ 東海村社会福祉協議会 （☎282-2804）

社会福祉協議会の会員会費
納入にご協力を！



20 ●● 21

　村では、産業廃棄物となる、使用済みの農ビ
（農業用塩化ビニール）および農ポリ（農業用ポ
リエチレン）の回収を行います（２回目は11月）。
■日　　時 ８月８日（水）　午前９時～ 11時
■場　　所 ＪＡひたちなか東海支店
■費　　用 登録料1,000円のほか、処理費等が実
費（農ビ４円／kg、農ポリ17.05円／kg）となります。
■申し込み・問合せ ７月27日（金）までに､経
済環境部経済課農業振興担当（内線1435）へ
申し込みください（当日の受け付けは不可）。

使用済み農ビ・農ポリを回収します
　８月１日（水）から31日（金）までに①原子力機構
アトムワールド（☎282-2256）②原子力科学館（☎
282-3111）③げんでん東海テラパーク（☎287-1252）
④日立シビックセンター科学館（☎0294-24-7731）
⑤日鉱記念館（☎0294-21-8411）――で行われてい
るクイズに参加してスタンプを集めながら各館を
回ると、３館目と５館目で記念品がもらえます。
■対　　象 中学生以下の方
■問 合 せ 原子力機構アトムワールド（☎
282-2256）

夏休みスタンプラリー

　村では、肝臓や腎臓など腹部臓器のがんの発

見を目的に、腹部超音波検診を下記のとおり実

施します。

●期　　日 ９月５日（水）・６日(木)・７日

(金)・11日(火)・12日(水)・13日(木)・14日

(金)・15日(土)・ 20日(木)・21日(金)、10月

13日(土)・15日 (月)、11月10日(土)・16日

(金)・17日(土)・29日(木)

●受付時間 ①午前６時30分～②午前７時30分

～③午前８時30分～④午前９時30分～（予約時

間の指定はできませんのでご了承ください）

●場　　所 保健センター

●対 象 者 40歳以上の方

●費　　用 1,000円（当日会場にて徴収します）

●申し込み・問合せ ７月31日（火）までに保

健センター（☎282-2797）へ電話で申し込み

ください。

腹部超音波検診の予約受付を
開始します

　東海文化センターでは、グランドピアノ（ヤ
マハＣＦⅢ－Ｓ）を無料開放します。個人のレ
ベルアップ、発表会のリハーサルなど、大いに
ご利用ください。
■利用可能日 ７月16日（月）・24日（火）・31日
（火）、 ８ 月19日（日）・24日（金）・31日（金）、
９月11日（火）・16日（日）・28日（金）

■利用時間 平日／午後１時～８時　日曜日、
７月16日／午前10時～午後５時

■場　　所 東海文化センター
■対　　象 村内在住・在勤・在学の方
■使 用 料 無料（１人１回１時間、２回まで可）
■申し込み・問合せ ７月14日（土）午前９時
から(財)東海村文化・スポーツ振興財団（東
海文化センター内　☎282-8511）窓口で受け
付けます。なお、空きがある場合のみ、同日
午後１時から電話でも受け付けます。

グランドピアノ無料開放

　村では、緑あふれるまちづくりを推進するた

めに、団体および個人の方に緑化木を配布して

います。個人は住宅新築に加え、４月からは結

婚・誕生も対象となりましたので、手続きがお

済みでない方は申し込みください。

●対　　象 ①村内において緑化活動を行う団

体もしくは個人　②平村17年４月以降、村内

に新築した方　③平成19年４月以降、婚姻届

および出生届を出した方

●樹種および配布時期 ①緑化活動者／樹種や

本数は植栽場所（公共施設等）や目的等に応じ

て選択し、随時配布します。②新築・結婚・

誕生／指定された樹種から１種類（１本）を選

択し、10月もしくは平成20年３月に配布し

ます（樹種によって異なります）。

●申し込み・問合せ 建設水道部都市政策課備

え付けの申請書に必要事項を記入の上、建設

水道部都市政策課都市施策推進室緑化推進担

当（内線1243）へ申し込みください。

緑化木配布事業
結婚・誕生も対象となります！

【交通遺児への無利子貸付】
■対 象 自動車事故により、家計を支える
方が死亡または重度の障害を患ったご家庭の
子女（０歳児～中学３年生）
■貸付金額（１人当たり） ①一時金155,000円、
②月額20,000円、③小･中学校入学支度金44,000円
■返還方法 中学･高校･大学卒業後20年間で均
等返済　※利子無料

【介護料支給】
■対 象 自動車事故による重度後遺障がい
者を常時･随時介護されている方

【申し込み･問合せ】
　詳しくは、独立行政法人自動車事故対策機構
茨城支所（☎226-0591）へ問い合わせください。

交通遺児等への無利子貸付と介護料支給
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城里町●ホロルの湯
　アルカリ性単純温泉の「ホロルの湯」には、露
天風呂や湯冷めしにくいという評判の薬湯、25
メートル３コースの温水プールなどがあります。
◆利用時間 午前10時～午後９時
◆休 館 日 毎週月曜日（祝日の場合は翌日）
◆利 用 料 大人…800円、小人…400円　※①
午後５時以降／大人…500円、小人…300円　
②土・日曜日、祝日／大人…1,000円、小人
…500円

◆問 合 せ 城里町健康増進施設「ホロルの湯」
（☎288-7775）

日立市●歌手 松尾和子展 ～ＳＡＩＫＡＩ（再会）～
　 田正音楽記念館で松尾和子と再会！　1960
年代を中心に流行したムード歌謡の代表的な歌
手、 田門下生最初の女性歌手、松尾和子の歌
手活動やその生涯などを紹介します。
◆期　　間 ７月21日（土）～ 10月28日（日）
◆場　　所 田正音楽記念館
◆展示内容 歌手・女優活動の写真、アメリカ
ハリウッド録音時の「再会」の楽譜やレコー
ド・写真、手作りのステージ衣装など

◆問 合 せ 田正音楽記念館（☎0294-21-1125）

北茨城市●大津町盆船流し
　新盆を迎えた家で盆船といわれる全長約３
メートルの船を作り、じゃんがら念仏踊りにより
霊魂を慰め、海に送る伝統行事です。昭和54年、
茨城県民俗無形文化財として指定を受けました。
◆日　　時 ８月16日（木）　午前６時から
◆場　　所 北茨城市大津漁港
◆問 合 せ 北 茨城市役所水産振興室（☎
0293-43-1111）

となりのまちから

イベントガイド

　パラグアイでの生活や教育など、ＪＩＣＡ日系
社会青年ボランティアとして活躍した村内在住の
方の体験を基にした講演会です。日本と諸外国の
生活・文化の違いについて学んでみませんか。
■期　　日 ７月25日（水）
■時　　間 午後１時30分～３時
■場　　所 東海村姉妹都市交流会館
■講　　師 名村優子さん（村内在住）
■問 合 せ 総務部自治推進課ハーモニー・交
流担当（内線1341）

男女共同参画講演会「パラグアイの生活と日系人学校」を開催

となりのまちから

イベントガイド

■海水浴を楽しむ皆さんへ…海水浴場以外では
泳がない／自分の技量にあった遊泳をする／
無謀な行為（飲酒後の遊泳）を慎む

■プレジャーボート乗船者・釣り愛好者の皆さ
んへ（自己救命策３つの基本）…ライフジャ
ケットの常時着用（浮力の確保）／防水パッ
ク入り携帯電話等の連絡手段の確保（速やか
な救助要請）／海のもしもは「118番」（海上保
安庁への緊急通報）

■問 合 せ…茨城海上保安部（☎262-4304）

海で安全に楽しく遊ぶためのお願い～大切な命を自分で守る～

　Tokai-mura International Association will hold 
“July International Salon” as follows.
■Date　July 14th (Sat.)
■Time　14:00 ～ 16:00
■Place　Tokai-mura Sister City's Hall
■Program　 
①Lecture by Adventurer Mr. Osamu Sekiguchi  
about traveling around Europe by bicycle (by 
Japanese and English)
②Chatting
■Participating Fee　100yen for members　
200yen for non-members
■ Inquiry　Tokai-mura Sister City 's Hall 
(282-0535)

国際交流サロンを開催します

Invitation to International Salon

　東海村国際交流協会では「国際交流サロン」を
開催します。皆さん、お誘い合わせの上、ぜひ
ご参加ください。
■日　　時 ７月14日（土）　午後２時～４時
■場　　所 東海村姉妹都市交流会館
■内　　容 ①冒険家関口治さんによるお話
「自転車によるヨーロッパ縦断を通した異文
化交流」　②懇談
■参 加 費 会員…100円　非会員…200円
■問 合 せ 東 海村姉妹都市交流会館（☎
282-0535）

■期　　日 ７月28日（土）　雨天中止
■時　　間 午後４時～８時
■場　　所 総合福祉センター「絆

きずな

」
■内　　容 のど自慢大会、早食い大会、ビン
ゴゲーム、盆踊り、ステージ発表、模擬店など
■そ の 他 当日の午前10時まで、のど自慢大
会の参加者（先着10人）を募集します。
■申し込み・問合せ 第18回さちのみ納涼祭実
行委員会（☎282-0644）

第18回さちのみ納涼祭



22 ●

発
行　

東
海
村　
　

編
集　

総
務
部
総
務
課　

〒
３
１
９
ー
１
１
９
２　

那
珂
郡
東
海
村
東
海
三
丁
目
７
番
１
号　

☎
０
２
９（
２
８
２
）
１
７
１
１　
　

印
刷　
（
株
）
あ
け
ぼ
の
印
刷
社

広
報 

と
う
か
い　
７
月
10
日
号

〈東海村ホームページアドレス〉　　http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/

わ
が
家
の

子
育
て
奮
戦
記
●
表
紙
の[

ひ
と]

〈東海村ホームページアドレス〉　　http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/

ぼくの夢
　わたしの夢

Dream-76

夢は…。“看護師”

石神小学校６年●大
お お の

野菜
な お

穂

看護師になりたいと思い始めたのは、４年生のとき

に保健係になったときからです。友達がケガをしたり、

具合が悪くなった友達を保健室に連れて行ったとき、

保健の先生が素早く処置や手当てをしていた姿を見て

「すごいな」と尊敬しました。

また、２年生のときに何日か入院したことがあるの

ですが、不安になったり、心細かったりしたとき、優

しく声を掛けて励ましてくれた看護婦さんのことを思

い出します。私が独りで寝ていると、「大丈夫？」と声

を掛けてくれました。不安な気持ちがなくなりました。

これからたくさん勉強して、いろいろな知識を持ち、

病気になった人の体だけでなく、心のケアもできるよ

うな、優しくて思いやりのある看護師になりたいです。

患者さんが元気になる姿を見て、うれしくなれるよう

な看護師になりたいです。

ちびっこ
美術館

平
成
18
年
３
月
、
由ゆ

う

き樹（
１
歳
３
か
月
）

は
誕
生
し
ま
し
た
。
初
め
て
抱
い
た
わ

が
子
は
、本
当
に
か
わ
い
い
も
の
で
し
た
。

そ
の
と
き
、
母
親
に
な
っ
た
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
こ
の

子
を
命
を
懸
け
て
守
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
…
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

生
ま
れ
て
す
ぐ
の
こ
ろ
は
、
ど
う
し

て
泣
い
て
い
る
の
か
分
か
ら
ず
、
母
乳

を
あ
げ
た
り
、
オ
ム
ツ
を
交
換
し
た
り
、

抱
っ
こ
を
し
た
り―

―

何
度
も
繰
り
返

し
て
い
る
う
ち
に
、
ふ
と
気
が
付
け
ば

外
は
明
る
く
な
っ
て
い
て
、
ほ
と
ん
ど

眠
れ
な
い
日
も
あ
り
ま
し
た
。
い
ま
考

え
て
み
る
と
、
子
育
て
の
大
変
さ
を
一

番
感
じ
た
と
き
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。（
由
樹
と
一
緒
に
）泣
い
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
大

変
な
の
は
私
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

由
樹
も
外
の
世
界
に
出
た
ば
か
り
で
何

も
分
か
ら
ず
、
怖
く
て
不
安
で
い
っ
ぱ

い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
由
樹

も
一
生
懸
命
に
生
き
よ
う
と
頑
張
っ
て

い
る
ん
だ
ろ
う
な
…
と
考
え
、
ス
ヤ
ス

ヤ
と
眠
る
わ
が
子
の
寝
顔
を
見
な
が
ら

今
日
一
日
を
思
い
返
し
、
時
に
は
反
省

す
る
こ
と
で〝
ま
た
明
日
も
頑
張
ろ
う
〞

と
気
持
ち
を
入
れ
替
え
る
こ
と
が
で
き
、

前
向
き
に
な
れ
た
り
も
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
由
樹
も
、
い
ま
で
は
自
分
の

意
思
を
表
現
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ご
飯
を
食
べ
る
の
を
手
伝
お
う
と
す
る

と
、〝
自
分
で
食
べ
る
か
ら
邪
魔
だ
〞と

ば
か
り
に
手
を
払
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
し
、
機
嫌
が
あ
ま
り
良
く

な
い
と
き
な
ど
は
何
を
し
て
も
受
け
付

け
て
も
ら
え
ず
に
困
る
と
き
も
あ
り
ま

す
が
、
大
き
な
声
で
笑
っ
た
り
泣
い
た

り
、
お
も
ち
ゃ
で
独
り
遊
ん
だ
り
、
お

と
な
し
い
と
思
え
ば
イ
タ
ズ
ラ
し
て
い

た
り―

―

ま
だ
ま
だ
目
を
離
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
で
も
昨
日
で
き
な
か
っ

た
こ
と
が
今
日
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

の
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
、
感
動
で

胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は〝
幸
せ
だ
な
〞と

思
う
瞬
間
で
あ
り
、
そ
し
て
私
を
母
親

と
し
て
選
ん
で
く
れ
て〝
あ
り
が
と
う
〞

と
思
う
瞬
間
で
も
あ
り
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

私
の
初
め
て
の
子
育
て
を
支
え
て
く
れ

た
周
り
の
人
た
ち
の
協
力
や
励
ま
し
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
私
自
身
も
少
し
ず

つ「
母
親
」に
な
る
こ
と
が
で
き
、
由
樹
が

す
く
す
く

3

3

3

3

と
育
っ
て
く
れ
た
の
だ
と
い

う
こ
と
は
忘
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

〝
子
育
て
に
ゴ
ー
ル
は
な
い
〞け
れ
ど
、

つ
ま
ず
い
た
り
、
遠
回
り
を
し
な
が
ら
、

家
族
み
ん
な
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学

び
、
助
け
合
い
な
が
ら
、
由
樹
に
は
健

や
か
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

竹馬あそび

幼稚園の保育参観日の日にお父さん

に作ってもらった竹馬に乗って遊ぶ

様子を絵にしてくれた菜都美ちゃん

（６歳）。あどけなく、はにかみなが

ら「６月10日の誕生日に作ってもらっ

た竹馬なの」と話してくれました。

君き

み

や

ま山 

育い

く

よ世

●石 神
幼稚園 佐

さとう

藤菜
な つ み

都美ちゃん

　　　　　　　　　　　  「広報とうかい」は、環境に配慮して「大豆油インキ」と「古紙配合率100％再生紙」を使用しています。


